現在の一念(曽我量深著『暴風駛雨』より) by 曽我 量深
念
も
一
念
で
あ
る
。
願
は
信
と
同
時
に
願
で
あ
る
。
如
来
の
本
願
を
信
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て' 
そ
れ
が
本
願
を
憶
念
す
る
。
本
願
を 
憶
念
す
る
心' 
即
ち
願
往
生' 
往
生
を
願
う
心
で
あ
る
か
ら
、
往
生
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
往
生
を
願
う
と
い
う
心
は
、
 
既
に
往
生
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
往
生
は
始
ま
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て' 
真
実
信
心
を
得
れ
ば' 
も
う
生
き
て
い
る
う 
ち
に
浄
土
の
証
は
始
ま
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
あ' 
こ
れ
は
前
に
も
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も' 
明
瞭
に
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
 
何
遍
も
何
遍
も
、
繰
返
し
て
申
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
〈
木
穩
は
、
昭
和
23
十2
年
十
月
十£
8
-
大
谷
木
学
夭
学
院
に
お
け
ー
。
議
義
の
輩
嫁
で
揚
る
。
文
黄 
小
一 &
進
啓
現
在
の
一
念
 
善
導
大
師
の
罪
悪
感
ほ
言
簡
に
し
て
、
さ
す
が
に
一
字
一
句
不
可
減
の
霊
的
文
字
で
あ
る
。
「
一
者
、
決
定
深
信
。
自
信
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
。」
「
現
」
の
一
字
は
字
眼
で
あ
る
。
わ
が
身
の
現
在
一
念
を
静
に
観
省
す
る
時
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
た
る
は
現
在
一
念
の
事 
実
に
し
て
、
一
点
の
疑
を
容
れ
ず
。
真
信
は
唯
現
在
の
事
実
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
死
せ
し
記
憶
で
も
な
く
、
 
未
来
の
猶
実
現
せ
ざ
る
構
想
で
も
な
い
。
過
去
に
罪
悪
あ
り
し
に
非
ず
、
又
未
来
に
生
死
あ
る
べ
し
と
に
は
非
ず
。
 
罪
悪
も
現
在
一
念
の
事
実
で
あ
る
。
生
死
も
現
在
一
念
の
事
実
で
あ
る
。
罪
悪
は
原
因
で
あ
り
、
生
死
ほ
結
果
で
あ
る
が 
故
に
、
時
に
前
後
あ
り
と
見
ゆ
る
が
、
そ
の
実
因
果
同
時
で
あ
る
。
故
に
罪
悪
生
死
共
に
同
一
現
在
に
在
る
。
而
し
て
又
罪 
悪
は
雑
多
空
間
的
に
横
起
す
る
が
故
に
現
在
一
念
に
生
起
し
得
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
生
死
は
生
は
前
に
在
り
死
は
後
に
在 
る
が
故
に
、
二
者
時
間
的
に
縦
起
し
て
一
念
に
非
ざ
る
べ
く
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
生
死
は
同
一
自
我
の
両
面
な
る
が
故
に
、
 
生
死
は
全
く
同
時
で
あ
る
。
我
は
現
在
の
上
に
生
を
観
じ
、
又
現
在
の
上
に
死
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
會
我
量
深
著
『
暴
風
甑
雨
』
よ0
)
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